
一般社団法人日本ゴールボール協会

主催競技大会開催規程 

 

 

（目的） 

第１条 本規程は、一般社団法人日本ゴールボール協会が主催する大会を定めるもの 

である。 

 
（定義） 

第２条 一般社団法人日本ゴールボール協会が主催する競技大会は次のとおりとする。 

１．日本ゴールボール選手権大会 男女決勝大会 

２．日本ゴールボール選手権大会 男子予選大会 

３．日本ゴールボール選手権大会 女子予選大会 

４．ゴールボールアドバンスカップ 

５．チャレンジゴールボール大会 

 
（大会概要）

第３条 

１．日本ゴールボール選手権大会 男女決勝大会 

目的：各予選大会で優先出場権を獲得したチームのみが出場し、男子の部・

女子の部において当該年度の日本一を決めることを目的とする。 

出場条件：予選大会にて優先出場権を獲得した男子チーム・女子チーム。 

 

２．日本ゴールボール選手権大会 男子予選大会 

目的：日本ゴールボール選手権大会男子の部への優先出場権獲得チームを決め

ると共に、それに次ぐ順位を決めることを目的とする。 

     ＊参加チームが６チーム以下の場合は４チーム、７チーム以上の場合は６チー

ムが、日本ゴールボール選手権大会男子の部への優先出場権を獲得する。 

 
３．日本ゴールボール選手権大会 女子予選大会 

目的：日本ゴールボール選手権大会女子の部への優先出場権獲得チームを決め

ると共に、それに次ぐ順位を決めることを目的とする。 

     ＊参加チームが６チーム以下の場合は４チーム、７チーム以上の場合は６チー

ムが、日本ゴールボール選手権大会女子の部への優先出場権を獲得する。 

 

 
４．ゴールボールアドバンスカップ 

目的：日本選手権男女予選大会出場を目ざすチームや、様々な角度からチーム

全体のスキルアップを図ることができる大会と位置づけ、男女別に試合を行う。 

参加チームは競技規則の習熟に努め、レフェリー、オフィシャルスタッフは研

修の場とし、公認レフェリー資格取得を目ざす。 

大会を通じ、参加者全てが学びの場とする初・中級者レベルの大会とする。 

  



５．チャレンジゴールボール大会 

目的：各地域でゴールボールに取り組み始めたチームに対し、試合経験の場を

設けると共に、参加者同士の相互交流や意見交換を通じてゴールボールに

関する知識等を高める。 

（競技方法）

第４条 

１．競技は、IBSA Goalball Rules 並びに、各大会の申し合せ事項及び大会規定に

則り実施する。 

２．対戦方法は、日本ゴールボール選手権大会においては予選リーグ及び決勝トー

ナメントにより実施するが、それ以外の大会においては、参加チームの状況に

より決定する。 

 
（参加資格） 

第５条 

１．日本ゴールボール選手権大会男女決勝大会並びに男女予選大会参加チームは、毎

年３月１日から４月３０日の間に、チーム登録を行ったチームで且つ一般社

団法人日本ゴールボール協会に正会員又は賛助会員として登録されている者

で構成されているチームとする（※プレイヤー及びベンチスタッフ全員の会員

登録が必要）。また、IBSAのルールを熟知し、練習を含めた活動を充分に行っ

たチームとする。 

２．日本ゴールボール選手権大会男女決勝大会並びに男女予選大会出場チームは、プ

レイヤー３名以上６名以下、ベンチスタッフ１名以上３名以下とする。 

３．ゴールボールアドバンスカップ並びにチャレンジゴールボール大会は、一般社

団法人日本ゴールボール協会への会員登録の有無は問わない。 

４．障害の有無は問わない。 

５．プレイヤーは健康上競技参加が可能な者とし、特に網膜剥離等の危険性があり、

医師から激しい運動を行うことに制限を受けている者は、参加を見合わせるこ

と。 

 
（補足）

第６条 

１． 各大会の募集要項及び申込書は、大会の約９週間前に日本ゴールボール協会ホ

ームページに掲載する。 

２．各大会の詳細は、募集要項による。 

 
（不正行為の禁止）

第 7 条 

１．八百長行為の対策指導を徹底する。 

２．アンチドーピングコードを順守する(普及啓発大会は除く) 

   ３．不正を認めた場合は、試合の没収、順位のはく奪、出場停止等の措置を取る。 

  



（改廃） 

第８条 本規程は、理事会の決議により変更・廃止することができる。 

 

 

附則：本規程は令和２年８月２日から施行する。 

   本規程は一部改正し、令和５年４月１日から施行する。 

   本規程は一部改正し、令和６年３月１日から施行する。 

 


